
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
2
0
1
7
［
＊
1
］）
に
よ
る
と
、

母
子
世
帯
数
は
、
1
2
3
・
2
万
世
帯
と
推
計
さ
れ
て

い
る
（
図
1
）。
そ
の
う
ち
お
お
よ
そ
9
割
が
離
婚
等
の

生
別
母
子
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
婚
姻
時
の
家
を
出
る

と
い
う
傾
向
が
あ
る
（
葛
西
2
0
1
7
［
＊
2
］）。

「
婚
姻
時
に
住
ん
で
い
た
持
ち
家
が
夫
名
義
の
た
め
そ

こ
を
出
た
」、「
離
婚
後
、
夫
が
支
払
っ
て
い
た
家
賃
額

が
負
担
で
き
な
い
た
め
住
み
替
え
た
」、「
育
児
等
手
助

け
を
求
め
実
家
に
戻
っ
た
」、
更
に
は
「
夫
か
ら
の
暴

力
や
搾
取
な
ど
か
ら
逃
れ
る
た
め
」
な
ど
、
そ
の
転
居

理
由
は
多
岐
に
わ
た
る
。

問
題
は
、
婚
姻
時
の
家
を
出
た
あ
と
、
新
た
な
住
ま

い
の
確
保
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
相
当
数
存
在
す
る
こ
と
、

更
に
、
そ
の
多
く
が
緊
急
性
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。人

間
に
と
っ
て
、
住
宅
は
雨
露
を
凌
ぐ
だ
け
の
屋
根

と
い
う
機
能
以
外
に
、
地
域
社
会
と
の
接
点
と
い
う
重

要
な
要
素
を
含
む
。
特
に
、
居
所
を
中
心
に
子
の
学
区

や
保
育
所
等
の
成
育
環
境
は
整
備
さ
れ
る
し
、
母
子
世

帯
向
け
の
手
当
な
ど
の
福
祉
支
援
も
住
所
地
を
ベ
ー
ス

に
支
給
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
学
齢
期
の
子
が
い
る
家

庭
に
つ
い
て
は
、
転
居
前
後
で
切
れ
目
の
な
い
学
び
を

保
障
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
住
ま
い
が

確
保
で
き
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
。

現
実
に
は
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
居
所
喪
失
の
経
験

を
し
て
い
る
母
子
世
帯
は
一
定
数
存
在
し
、
実
家
に
戻

る
、
親
類
宅
に
身
を
寄
せ
る
、
知
人
宅
に
仮
住
ま
い
す

る
、
行
き
場
が
な
く
「
安
い
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
寝
泊

ま
り
し
た
」
な
ど
、
見
え
に
く
い
レ
ベ
ル
で
不
安
定
居

住
を
綱
渡
り
し
て
い
る
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
彼
女
ら
の
住
宅
確
保
は
難
し

い
の
か
。

行
き
場
を
確
保
す
る
た
め
不
動
産
仲
介
業
者
の
門
を

叩
く
も
、
生
計
が
不
安
定
な
た
め
に
貸
し
渋
り
に
あ
っ

た
と
い
う
声
は
多
く
聞
か
れ
る
。
先
の
厚
労
省
の
調
査

で
は
、
婚
姻
時
に
就
労
し
て
い
た
母
子
世
帯
は
7
割
を

超
え
る
が
、
そ
の
大
多
数
が
非
正
規
職
で
あ
る
。
事
業

者
の
側
に
立
て
ば
、
専
業
主
婦
や
パ
ー
ト
等
と
い
う
地

位
は
、
家
賃
不
払
い
の
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
と
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
一
時

金
も
保
証
人
も
な
い
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
れ
ば
、
確

実
に
賃
貸
住
宅
市
場
か
ら
の
排
除
の
対
象
と
な
る
。

1
．増
加
す
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
住
宅
事
情
と
、

背
景
に
あ
る
社
会
問
題

シ
ン
グ
ルマ
ザ
ー
の
居
住
ニー
ズ
か
ら
考
え
る

――
空
き
家
と
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
未
来

特
集

K
uzunishi R

isa

葛
西
リ
サ

﹇
追
手
門
学
院
大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授
﹈

母
子
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
住
宅
に
窮
す
る
親
子
は
多
い
。

一
方
、
空
き
家
の
増
加
と
と
も
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
の
が
、

民
間
企
業
が
運
営
す
る
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。

ひ
と
り
親
の
居
住
貧
困
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
き
た
葛
西
リ
サ
氏
が
、

行
政
に
よ
る
施
策
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課
題
解
決
の
一
翼
を
担
う
民
間
の
試
み
を
紹
介
す
る
。

空
き
家
・
空
き
地
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
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※平成28年度「全国ひとり親世帯等調査」より
※「平均年間収入」及び「平均年間就労収入」は、平成27年の1年間の収入
※集計結果の構成割合については、原則として、「不詳」となる回答（無記入や誤記入等）がある場合は、

分母となる総数に不詳数を含めて算出した値（比率）を表している

※平成23年以前は、厚生労働省「全国母子世帯等調査」、平成28年は厚生労働省「全国ひとり親世帯等調
査」より

※各年11月1日現在
※母子世帯は、父のいない児童（満20歳未満の子どもであって、未婚のもの）がその母によって養育されて

いる世帯。母子以外の同居者がいる世帯を含む
※平成23年値は、岩手県、宮城県及び福島県を除く。平成28年値は、熊本県を除く
出典：『令和元年版 男女共同参画白書』（内閣府）より作成

█図2：母子家庭の現状

█図1：母子世帯数の推移

母子世帯
1 世帯数［推計値］　 123.2万世帯

2 ひとり親世帯になった理由 離婚 79.5％　死別 8.0％

3 就業状況 　81.8％

就業者のうち 正規の職員・従業員 　44.2％

　　　　うち 自営業 　3.4％

　　　　うち パート・アルバイト等  43.8％

4 平均年間収入［母自身の収入］ 　243万円

5 平均年間就労収入［母自身の就労収入］ 　200万円

6 平均年間収入［同居親族を含む世帯全員の収入］ 　348万円

万世帯
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な
け
れ
ば
基
本
的
に
は
辞
退
が
求
め
ら
れ
る
。
婚
姻
の

解
消
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
い
し
、

別
居
か
ら
離
婚
に
移
行
す
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
婚
姻
と
離
婚
の
間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
期
の
住
宅
確
保

ニ
ー
ズ
が
極
め
て
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
を
支

え
る
住
宅
政
策
が
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
言
え
る
。

離
婚
前
後
の
居
住
不
安
を
切
り
抜
け
、
彼
女
ら
は
、

何
と
か
安
定
し
た
住
ま
い
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、

支
払
い
能
力
の
問
題
か
ら
低
質
な
住
宅
に
依
存
す
る
母

子
は
多
い
。
母
子
世
帯
の
半
数
は
借
家
に
依
存
し
て
い

る
が
、
公
営
住
宅
に
暮
ら
す
母
子
は
1
割
程
度
で
あ
る
。

2
0
1
8
年
時
点
の
ひ
と
り
親
の
相
対
的
貧
困
率
が

4
8.
1
％
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
大
多

数
が
公
営
住
宅
の
本
来
階
層
と
言
え
る
。
し
か
し
、
公

営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
数
は
1
9
2
万
戸
、
全
住
宅
戸

数
の
た
っ
た
3.
6
％
し
か
な
い
（
総
務
省
2
0
1
8
［
＊

3
］）。
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て
、
公
営
住
宅
の
優
先

入
居
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
多
い
が
、
こ
れ

が
、
応
募
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
入
居
で
き
る
類
の

「
優
先
」
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
、
長
期
的
に
空
室
に
な
っ
て
い
る
住
戸
の

入
居
者
を
「
常
時
募
集
」
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
い
っ
た
物
件
は
利
便
性
や
、
老
朽
化
等
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
が
多
い
。

特
に
、
立
地
面
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
入
居
を
あ
き

ら
め
る
世
帯
は
多
い
。
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
迫
ら
れ

る
母
子
世
帯
に
と
っ
て
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
は
極
め
て

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
子
ど
も
の
学
区
・
保
育
所
等
を

含
め
た
成
育
環
境
、
親
類
等
か
ら
の
手
助
け
が
届
く
エ

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
母
子
世
帯
の
居

住
貧
困
の
実
相
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
空
き

家
の
利
活
用
等
に
よ
り
救
済
す
る
民
間
力
の
実
態
に
迫

る
（
図
2
）。

2
．シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
切
実
な
居
住
ニ
ー
ズ
と
　

施
策
の
ズ
レ
、
制
度
の
不
在

住
宅
に
窮
す
る
母
子
世
帯
に
対
し
て
公
は
何
が
で
き

る
の
か
。
ま
ず
、
緊
急
的
な
行
き
場
と
し
て
、
児
童
福

祉
法
第
38
条
に
位
置
づ
く
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
提

供
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
夫
か
ら
の
暴
力
被
害
に
よ
る
精

神
的
な
後
遺
症
や
、
育
児
を
含
む
生
活
課
題
を
抱
え
る

世
帯
に
と
っ
て
重
要
な
社
会
資
源
で
は
あ
る
が
、
他
方

で
、
一
般
的
な
周
知
度
が
低
い
う
え
、
施
設
と
い
う

ワ
ー
ド
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
で
き

れ
ば
住
宅
を
手
当
て
し
て
ほ
し
い
と
望
む
声
は
少
な
く

な
い
。

続
い
て
、
母
子
世
帯
が
利
用
で
き
る
施
策
と
し
て
公

営
住
宅
が
あ
る
。
公
営
住
宅
は
募
集
時
期
や
入
居
時
期

が
決
ま
っ
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
面
で
彼
女
ら
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
に
く
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
離

婚
係
争
中
で
あ
れ
ば
応
募
を
認
め
る
自
治
体
が
あ
る
一

方
で
、
夫
か
ら
の
暴
力
が
あ
り
、
か
つ
公
的
な
証
明
が

あ
る
場
合
を
除
い
て
、
入
居
時
に
離
婚
が
成
立
し
て
い

平成5
（1993）

10
（1998）

15
（2003）

18
（2006）

23
（2011）

28
（2016）

79.0

95.595.5

122.5122.5
115.1115.1

123.8123.8 123.2123.2
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出典：葛西リサ『13歳から考える住まいの権利』（かもがわ出版、2022）より

都道府県等
居住支援協議会

保証会社

不動産関連団体

・居住支援法人
・社会福祉法人
・NPO

居住支援団体

家賃の保証料補助

要配慮者の入居を
拒まない住宅

家賃・保証料を安くする

情報提供登録家賃補助

入居 入居支援

改
修
費
補
助

█図3：新たな住宅セーフティネットの仕組み

要配慮者賃貸人（大家さん）

が
熱
心
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
で
、
こ
の
瞬
間
に
も
、
住
む
場
所
に
困
り
命
を

削
る
人
が
い
る
と
い
う
皮
肉
な
現
実
が
あ
る
。

国
は
、
2
0
1
7
年
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す

る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
を
一
部
改

正
し
て
、
住
ま
い
の
確
保
に
困
る
人
々
を
住
宅
確
保
要

配
慮
者
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
と
空
き
家
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
、
い
わ
ゆ
る
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

を
構
築
し
た
。

図
3
が
具
体
的
な
支
援
の
流
れ
で
あ
る
。
政
府
は
、

空
き
家
の
情
報
を
登
録
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
準

備
し
て
い
る
。
大
家
側
は
そ
こ
に
、
家
賃
、
エ
リ
ア
、

間
取
り
等
の
ほ
か
、
入
居
要
件
な
ど
の
情
報
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
積
極
的
に
入
居
を
認
め

て
も
良
い
と
考
え
る
対
象
、
例
え
ば
、
外
国
人
、
高
齢

者
、
D
V
被
害
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
、
20
項
目
の

中
か
ら
複
数
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
側
は
、

自
分
に
マ
ッ
チ
し
た
住
宅
が
見
つ
か
り
、
仲
介
業
者
に

行
っ
て
無
駄
な
労
力
を
使
わ
ず
に
す
む
と
い
う
想
定
で

あ
る
。

2
0
2
3
年
1
月
現
在
の
空
き
家
登
録
件
数
は

8
2
4,
8
3
0
戸
で
あ
る
。
家
主
側
が
、
住
宅
確
保

要
配
慮
者
だ
け
に
貸
す
こ
と
を
約
束
す
る
、「
専
用
住

宅
」
と
し
て
物
件
を
登
録
す
る
場
合
、
改
修
費
補
助
や

家
賃
低
廉
化
へ
の
補
助
（
1
戸
あ
た
り
最
大
月
4
万
円
、

限
度
額
年
4
8
0
万
円
、
最
大
20
年
）、
家
賃
債
務
保
証

料
低
廉
化
へ
の
補
助
（
最
大
月
6
万
円
）
と
い
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
支
援

リ
ア
、
子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習
支
援
な
ど
、
子
ど
も

の
「
居
場
所
」
と
も
言
え
る
地
域
資
源
は
、
代
替
が
利

か
な
い
貴
重
な
財
で
あ
る
。
安
価
で
良
質
な
住
宅
が

あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が

な
け
れ
ば
、
人
間
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
制
度
上
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
か
ら
、
母
子
世

帯
の
多
く
が
民
間
賃
貸
住
宅
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
る
。

但
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
は
、
公
的
な
補
助
が
一
切
な
く
、

支
払
い
能
力
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
質
に
反
映
さ
れ
る
う
え
、

住
居
費
、
住
居
費
負
担
率
と
も
に
、
公
営
住
宅
よ
り
も

高
く
な
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
か
つ
て
筆
者
が
大
阪

府
大
阪
市
の
母
子
世
帯
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
民
間
借
家
に
暮
ら
す
世
帯
の
住
居
費
負

担
率
は
い
ず
れ
も
35
％
を
超
え
て
い
た
（
葛
西

2
0
1
7
再
［
＊
2
］）。
住
居
費
に
つ
い
て
は
、
家
計
の

30
％
ま
で
を
適
正
と
し
、
そ
れ
以
上
を
高
負
担
、
あ
る

い
は
住
居
費
過
重
負
担
と
位
置
づ
け
る
学
説
が
多
い

（
式
2
0
1
3
、
川
田
・
平
山
2
0
1
5
、
阪
東
2
0
1
9
、

2
0
2
0
［
＊
4
～
7
］）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
民
間
賃

貸
住
宅
に
暮
ら
す
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
は
、
彼
女
ら
の

貧
困
を
抑
止
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
可
能
性
は
高
い
。

3
．新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
ティ
ネ
ッ
ト
制
度
と
　

居
住
支
援
、
空
き
家
の
活
用
と
ケ
ア
の
あ
り
方

総
務
省
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
8
年
の
時
点
で
、

全
国
の
空
き
家
率
は
1
3.
6
％
と
戦
後
最
高
を
更
新

し
た
［
＊
3
］。
空
き
家
が
増
え
る
こ
と
の
弊
害
は
、
地

域
の
衰
退
、
治
安
・
景
観
の
悪
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
2
0
0
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
そ
の
解
消

地方公共団体
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は
自
治
体
が
予
算
化
し
な
け
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

2
0
2
2
年
7
月
、
家
賃
の
低
廉
化
措
置
に
対
す
る

補
助
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
全
国
で
た
っ
た
40
団
体
の

み
で
あ
る
。
専
用
住
宅
の
数
は
伸
び
悩
み
、
2
0
2
2

年
12
月
現
在
、
全
国
で
わ
ず
か
3,
1
5
6
戸
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
登
録
手
続
き
が
煩
雑
な
う
え
、
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
の
行
政
対
応
の
不
透
明
性
、
ま

た
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
改
修
や
家
賃
に
対
す
る
補
助

も
な
く
、
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
大
家
側

の
意
向
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

空
き
家
と
住
宅
確
保
要
配
慮
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
。
目
先
の
家
賃
収
入
の
た
め
に
、

リ
ス
ク
の
あ
る
入
居
者
を
引
き
受
け
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
れ
ば
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
更
な
る
支
出

が
必
要
と
な
り
、
住
宅
の
価
値
は
低
下
す
る
。
こ
れ
を

回
避
す
る
た
め
に
、
同
制
度
で
は
、
不
動
産
を
貸
す
側

の
リ
ス
ク
を
低
減
し
よ
う
と
、
事
業
者
と
入
居
者
の
間

を
取
り
持
っ
て
、
契
約
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
入
居
後
も
継

続
的
な
支
援
を
担
う
、
居
住
支
援
法
人
の
設
置
を
推
奨

し
て
お
り
、
2
0
2
2
年
11
月
現
在
5
9
4
法
人
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

4
．民
間
企
業
が
行
う
、
空
き
家
を
い
か
し
た
　

居
住
支
援
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョン

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
こ
数
年
、
不
動
産
市
場
が
母

子
世
帯
を
〝
消
費
者
〟
と
し
て
意
識
し
始
め
て
い
る
。

2
0
0
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
空
き
家
を
活
用
し
た

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
以
下
、
S
M
S
H
）

が
登
場
し
て
い
る
。
全
国
に
約
40
カ
所
存
在
す
る

S
M
S
H
の
ほ
と
ん
ど
が
営
利
企
業（
個
人
事
業
主
含
む
）

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
企
業
が
、
所
得
の
低
い
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

背
景
に
は
、
や
は
り
、
空
き
家
の
増
加
が
あ
る
。
標
準

世
帯
や
経
済
的
に
安
定
し
て
い
る
層
だ
け
を
対
象
に
し

て
い
て
は
、
空
き
家
の
解
消
は
不
可
能
な
た
め
、
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
を
し
な
が
ら
、
多
様
な
世
帯
の
入
居
を
促
す

仕
組
み
を
検
討
す
る
事
業
者
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

全
国
24
事
業
者
28
の
S
M
S
H
を
対
象
と
し
た
調
査

（
葛
西
・
室
崎
・
岡
崎
2
0
1
8
［
＊
8
］）
に
よ
る
と
、
平

均
家
賃
は
5
7,
6
3
2
円
で
あ
る
が
、
最
低
家
賃
は

3
5,
0
0
0
円
、
最
高
家
賃
は
1
0
7,
0
0
0
円

と
か
な
り
幅
広
い
。
多
く
が
定
期
借
家
契
約
、
保
証
人

不
要
、
入
居
時
の
一
時
金
を
な
し
と
し
て
お
り
、「
費

用
あ
り
」
と
し
て
い
て
も
、
家
賃
1
カ
月
分
程
度
と

ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

S
M
S
H
の
中
に
は
、
入
居
者
の
生
活
を
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
ハ
ウ
ス
内
に
保
育
機
能
を
設

け
た
り
、
就
労
の
場
を
提
供
し
た
り
す
る
事
例
も
あ
る
。

S
M
S
H
の
現
場
で
は
家
賃
の
不
払
い
、
居
住
者
間
の

揉
め
事
は
も
と
よ
り
、
D
V
に
よ
る
P
T
S
D
、
精
神

疾
患
や
障
害
に
端
を
発
す
る
生
活
困
難
な
ど
複
層
的
な

課
題
が
頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
の
中
に

は
、
福
祉
、
医
療
、
保
健
領
域
（
D
V
、
貧
困
、
障
害
、

精
神
疾
患
等
）
と
の
連
携
を
進
め
つ
つ
、
入
居
者
の
ケ

ア
に
勤
し
む
ケ
ー
ス
も
多
い
（
葛
西
2
0
1
8
［
＊
9
］）。

し
か
し
、
営
利
企
業
で
あ
る
以
上
、
支
払
い
能
力
に

問
題
が
あ
れ
ば
、
入
居
を
断
ら
ざ
る
を
得
ず
、
わ
ず
か

で
も
補
助
が
あ
れ
ば
、
救
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
訴
え

る
事
業
者
は
多
い
。

新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
は
2
0
2
0

年
よ
り
国
が
独
自
に
基
準
を
つ
く
り
、
S
M
S
H
も
制

度
対
象
に
含
め
た
が
、
家
賃
の
低
廉
化
措
置
等
を
予
算

化
し
な
い
自
治
体
も
多
く
、
利
用
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
中
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
登
録
物
件
と
し
て
S
M
S
H
を
運
営
し
て
い
る
事

業
者
が
横
浜
市
に
あ
る
。

4

‒

1
．家
賃
補
助
を
使
っ
て
　
　
　
　
　
　
　

不
安
定
期
を
支
え
る

Y
O
R
O
Z
U
Y
A
が
設
定
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の

家
賃
は
、
通
常
6
0,
0
0
0
円
か
ら
8
9,
5
0
0

円
（
水
道
光
熱
費
、
ネ
ッ
ト
代
込
み
）
で
あ
る
が
、
制
度

を
利
用
す
れ
ば
、
最
低
2
万
円
で
住
む
こ
と
が
で
き
る
。

2
棟
並
ぶ
住
宅
の
1
軒
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
、
隣
家

に
大
家
が
暮
ら
す
。
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

相
談
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
行
政
支

援
利
用
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
す
る
。
補
助
を
利
用
す

る
前
は
、
相
談
が
あ
っ
て
も
家
賃
の
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
入
居
が
叶
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
っ
た
と
い
う
。

生
活
保
護
受
給
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
が
、
基
準
に
嵌

ま
ら
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
に
生
活
が
苦
し

く
て
も
自
費
入
居
を
す
す
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
補
助

が
あ
る
こ
と
で
、
入
居
の
ハ
ー
ド
ル
が
大
き
く
下
が
り
、

拠
点
が
で
き
る
こ
と
で
、
自
活
へ
の
途
も
ス
ム
ー
ズ
に
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な
っ
た
と
事
業
者
は
話
す
。

4

‒

2
．コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
で
　
　
　
　
　
　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

こ
の
ほ
か
、
地
元
福
祉
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ソ
フ
ト
面
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
事
業
者
も

登
場
し
て
い
る
。
シ
ン
グ
ル
ズ
キ
ッ
ズ
株
式
会
社
は
板

橋
区
内
の
複
合
ビ
ル
1
棟
の
う
ち
4
、
5
、
6
階
を
借

上
げ
、
5
世
帯
向
け
の
S
M
S
H
を
運
営
し
て
い
る
。

家
賃
は
、
5
5,
0
0
0
円
か
ら
6
8,
0
0
0
円
、

共
益
費
は
一
律
2
0,
0
0
0
円
、
保
証
人
は
不
要
で
、

礼
金
は
5
0,
0
0
0
円
で
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
上
が
っ
て
、
2
階
で
は
児
童

養
護
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
区
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
、
法
人
会

議
室
が
あ
る
3
階
で
は
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
か
か

わ
り
子
ど
も
食
堂
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
と
は
、
宿
泊
型
（
24
時
間
）
の
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
で
、区
の
住
民
で
あ
れ
ば
、一
泊
2,
5
0
0

円
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
、
非
課
税
就
学
援
助
世
帯

は
半
額
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
年
間
に
14
日

以
内
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
自
前
で
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
必
要
は
な
く
、
入
居
者
も
、
適
正
な

価
格
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、「
自
分
に
何
か

あ
っ
た
時
子
ど
も
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
不
安
に

感
じ
る
母
子
世
帯
は
増
え
た
。
棟
内
に
公
的
支
援
や
居

住
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
く
ら
し
は
、
孤
立

し
が
ち
な
母
子
世
帯
の
く
ら
し
に
大
き
な
安
心
を
与
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

4

‒

3
．集
合
住
宅
一
棟
を
買
い
上
げ
　
　
　
　

数
部
屋
を
低
家
賃
で
供
給
す
る

ま
た
、
独
自
の
知
恵
と
工
夫
で
良
質
な
住
戸
を
低
家

賃
で
提
供
す
る
事
業
者
も
出
て
き
た
。
愛
知
県
名
古
屋

市
に
あ
る
N
P
O
法
人 LivEQ

uality H
U
B

（
リ
ブ
ク

オ
リ
テ
ィ
・
ハ
ブ
）
は
、
母
体
と
な
る
千
年
建
設
株
式

会
社
と
の
協
働
に
よ
り
、
女
性
や
子
ど
も
た
ち
に
、
良

質
か
つ
低
家
賃
の
住
宅
（
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
住
宅
）
を
提

供
す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
。

千
年
建
設
株
式
会
社
が
、
集
合
住
宅
一
棟
を
買
い
上

げ
、
そ
の
う
ち
、
何
部
屋
の
家
賃
を
ど
の
程
度
ま
で
下

げ
て
、
収
益
が
確
保
で
き
る
か
試
算
を
行
っ
た
う
え
で
、

支
援
定
員
を
は
じ
き
出
す
。
つ
ま
り
、
一
棟
の
中
に
、

市
場
家
賃
で
暮
ら
す
人
と
低
家
賃
で
暮
ら
す
人
が
融
合

す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
を
目
指
す
点
が
画
期
的
な

の
で
あ
る
。
同
法
人
は
、
2
0
2
2
年
12
月
現
在
、
名

古
屋
市
内
の
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
に
66
部
屋
を
確
保

し
て
い
る
。

入
居
前
後
の
支
援
は
、
一
貫
し
て
N
P
O
の
居
住
支

援
セ
ク
シ
ョ
ン
が
担
い
、
行
政
や
他
団
体
と
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
伴
走
す
る
。
地
元
自
治
体
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
を
N
P
O
が
受
け
、
入
居
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
初
年
度
は
、
地
元
宅
配
弁
当
店
の
協
力
に
よ

り
、
事
前
に
希
望
す
れ
ば
、
格
安
で
宅
食
が
届
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
地
元
企
業

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
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葛
西
リ
サ
（
く
ず
に
し
・
り
さ
）

追
手
門
学
院
大
学
地
域
創
造
学
部
准
教
授
。
専
門
は
、
ひ
と
り
親
、
住
宅
問
題
、

居
住
貧
困
、
子
ど
も
の
貧
困
、
シ
ェ
ア
居
住
、
空
き
家
、
住
宅
政
策
。
特
に
、
ひ
と

り
親
の
居
住
貧
困
問
題
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
公
的
施
策
へ
の
提
言

の
ほ
か
、
空
き
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
提
案
な
ど
も
実
践
す
る
。
主
な
著

書
は
『
母
子
世
帯
の
居
住
貧
困
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
2
0
1
7
）、『
住
ま
い
＋
ケ

ア
を
考
え
る
―
―
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
多
様
な
カ
タ
チ
』（
N
P
O

法
人
西
山
夘
三
記
念
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
文
庫
、
2
0
1
8
）、『
13
歳
か
ら
考
え

る
住
ま
い
の
権
利
』（
か
も
が
わ
出
版
、
2
0
2
2
）
な
ど
。

注＊
1 

厚
生
労
働
省
、
2
0
1
7
、
平
成
28
年
度
全
国
ひ
と
り
親
世
帯
等
調
査

＊
2 

葛
西
リ
サ
、
2
0
1
7
、
母
子
世
帯
の
居
住
貧
困
、
日
本
経
済
評
論
社

＊
3 

総
務
省
統
計
局
、
2
0
1
8
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

＊
4 

式
王
美
子
、
2
0
1
3
、
住
宅
ア
フ
ォ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
の
近
年
の
動
向
に

関
す
る
研
究
：
全
国
消
費
実
態
調
査
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る
住
居
費
負
担

分
析
の
中
間
報
告
、
都
市
住
宅
学
83
号
、
都
市
住
宅
学
会
、pp.116-120

＊
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川
田
菜
穂
子
・
平
山
洋
介
、
2
0
1
5
、
所
得
格
差
と
相
対
的
貧
困
の
拡

大
に
お
け
る
住
居
費
負
担
の
影
響
―
住
居
費
控
除
後
所
得
（After-

housing incom
e

）
を
用
い
た
実
証
分
析
を
通
じ
て
―
、
住
総
研
　
研
究

論
文
集No.42

、一
般
財
団
法
人
住
総
研
、pp.215-225

＊
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阪
東
美
智
子
、
2
0
1
9
、
家
賃
負
担
率
の
動
向
　
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
用
い
た
都
道
府
県
の
比
較
、
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集

（
関
東
）
建
築
社
会
シ
ス
テ
ム
、
日
本
建
築
学
会
、pp.289-290

＊
7 

阪
東
美
智
子
、
2
0
2
0
、
家
賃
負
担
率
と
世
帯
属
性
、
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
の
個
票
を
用
い
た
分
析
、
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集

（
関
東
）
建
築
社
会
シ
ス
テ
ム
、
日
本
建
築
学
会
、pp.33-34

＊
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葛
西
リ
サ
・
室
崎
千
重
・
岡
崎
愛
子
、
2
0
1
8
、
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
全
国
的
動
向
―
運
営
主
体
の
実
態
と
建
物
、
家
賃
と
付
帯

サ
ー
ビ
ス
の
方
法
―
、
都
市
住
宅
学
1
0
3
号
、pp.177-186

＊
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葛
西
リ
サ
、
2
0
1
8
、
住
ま
い
＋
ケ
ア
を
考
え
る
―
―
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
多
様
な
カ
タ
チ
、
N
P
O
法
人
西
山
夘
三
記
念
す

ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
文
庫

＊
10 

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2
0
2
1
、【
課
題
別
レ
ポ
ー
ト
】

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
居
住
貧
困
―
コ
ロ
ナ
禍
の「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」の
現
状
、

2
0
2
1
年
8
月
13
日
公
表

東
区
に
あ
る
物
件
は
、
テ
ナ
ン
ト
階
を
N
P
O
法
人

の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
お
り
、
居
住
者
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に
．コロ
ナ
禍
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題

従
来
、
急
な
住
ま
い
の
確
保
に
迫
ら
れ
る
人
の
支
援

は
福
祉
施
設
が
担
っ
て
き
た
。
母
子
世
帯
も
例
外
で
は

な
く
、
困
窮
し
て
行
き
場
が
な
い
場
合
に
は
、
母
子
生

活
支
援
施
設
へ
の
入
居
が
打
診
さ
れ
る
と
い
う
の
が
常

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
公
が
持
つ
手
段
が
そ
れ
し
か

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
選
択
し
な

い
、
で
き
な
い
親
子
は
、
た
く
さ
ん
い
る
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
自
助
努
力
で
の
住
ま
い

の
確
保
な
ど
、
到
底
で
き
な
い
人
も
増
え
た
。
コ
ロ
ナ

不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
所
得
を
大
幅
に
減
ら
し
、
家

賃
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
母
子
世
帯
は
少
な
く
な
い

（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
1
［
＊
10
］）。

事
実
、
全
国
の
母
子
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
情
報
を

集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
N
P
O
法
人

全
国
ひ
と
り
親
居
住
支
援
機
構
に
よ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス

数
は
、
2
0
2
0
年
4
月
の
緊
急
事
態
宣
言
前
後
で
急

速
に
跳
ね
上
が
り
、
現
在
も
、
平
時
の
3
倍
近
く
で
推

移
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
母
子
世
帯
の
居
住
の
貧
困
は
、
コ
ロ
ナ
禍

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
く
、
平
時
よ
り
慢
性
的
に

存
在
し
た
も
の
が
露
呈
さ
れ
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
言
う
な
れ
ば
人
災
で
あ
る
。

本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
民
間
企
業
の
中
に
は
、

空
き
家
を
使
い
、
独
自
の
知
恵
と
工
夫
で
居
所
喪
失
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
母
子
世
帯
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
を
は
じ
め
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
運
営
者
の
熱
意
や
善

意
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
恒
常
的
な
援
助
金
が

投
入
さ
れ
て
い
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
先
駆
事
例
に
期
待
を
寄
せ
る

一
方
で
、
我
々
は
強
く
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

居
所
喪
失
に
怯
え
る
人
に
、
公
は
何
が
で
き
る
の
か
。

い
ま
こ
そ
、
居
住
貧
困
の
抑
止
に
向
け
て
、
恒
常
的
な

住
宅
政
策
の
構
築
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

実
的
な
方
策
と
し
て
は
、
生
活
保
護
の
柔
軟
な
運
用
に

加
え
、
公
営
住
宅
の
利
活
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に

も
、
公
営
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
民
間
賃
貸
住
宅
居
住

者
の
住
居
費
負
担
を
抑
え
る
家
賃
補
助
政
策
を
早
急
に

検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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